
　
安
倍
晋
三

元
首
相
が
、

参
議
院
選
挙

遊
説
中
に
銃

撃
さ
れ
死
亡
し
た
。
我
が
国
憲

政
史
上
、
最
長
政
権
を
担
っ
た

人
が
、
安
全
神
話
の
あ
る
こ
の

日
本
国
内
で
、
し
か
も
国
政
選

挙
の
最
中
に
、
こ
ん
な
形
で
生

涯
を
終
え
る
と
は
…
▼
安
倍
政

権
の
功
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
歴
史
の
中
で
種
々
論
議
が
な

さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
少
な
く
と
も
、
彼
が
強
力

に
推
し
進
め
た
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
と
い
う
新
自
由
主
義
が
、

人
々
の
分
断
を
生
み
、
社
会
保

障
を
減
退
さ
せ
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
政
権
運
営
中
に
指
摘

さ
れ
た
数
々
の
疑
惑
に
対
し
て

も
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
た
と

は
言
え
ず
、
真
実
の
多
く
は
深

い
闇
に
沈
ん
だ
ま
ま
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
人
の
心
は
移
ろ
う

も
の
。
健
康
問
題
を
理
由
に
退

陣
し
た
安
倍
氏
が
天
寿
を
全
う

し
て
い
た
な
ら
、
そ
の
口
か
ら

何
ら
か
の
形
で
説
明
が
な
さ
れ

る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
あ
り
え

な
い
こ
と
で
は
な
い
。
で
も
、

そ
の
可
能
性
は
こ
の
犯
罪
に
よ

り
永
遠
に
奪
い
去
ら
れ
た
▼
人

は
喜
怒
哀
楽
の
中
で
生
き
て
い

る
。
だ
が
、
い
か
に
恨
み
の
募

る
相
手
で
あ
ろ
う
と
、
こ
の
よ

う
な
手
段
を
用
い
る
こ
と
は
断

じ
て
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
一
方

で
、
人
と
人
と
が
殺
し
合
い
、

よ
り
多
く
の
人
を
殺
し
た
人
が

「
英
雄
」
と
賞
さ
れ
る
戦
争
▼

な
ぜ
人
類
は
こ
の
よ
う
な
行
為

を
繰
り
返
す
の
か
…
。
平
和
呆

け
し
た
我
が
身
に
は
ど
う
し
て

も
理
解
で
き
な
い
。
い
や
、
理

解
し
た
く
も
な
い
。
さ
さ
や
か

な
抵
抗
を
粘
り
強
く
続
け
て
い

こ
う
。

（
呑
鉄
童
）

各
科
か
ら
の
要
望
を
厚
労
省
に
要
求
へ

　
協
会
は
5
月
21
日
、
専
門
医
会
長
と
の
懇
談
会
を
ウ
ェ

ブ
で
開
催
。
14
専
門
医
会
の
会
長
・
副
会
長
・
理
事
が
出

席
し
た
。
協
会
か
ら
は
9
人
が
出
席
。「
2
0
2
2
年
度

診
療
報
酬
改
定
」
を
テ
ー
マ
に
、
福
山
正
紀
副
理
事
長
か

ら
改
定
の
概
要
、
改
善
に
向
け
た
協
会
の
活
動
を
報
告

し
、
各
医
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
聞
い
た
。

　
各
医
会
か
ら
は
、
外
来
感
染

対
策
向
上
加
算
と
リ
フ
ィ
ル
処

方
箋
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
福

山
副
理
事
長
は
、
発
熱
外
来
を

行
っ
て
い
な
い
医
療
機
関
で
も

感
染
防
止
対
策
に
大
変
な
手
間

と
コ
ス
ト
を
か
け
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
り
、
手
当
が
あ
っ
て

然
る
べ
き
。
協
会
と
し
て
運
動

し
て
い
き
た
い
。

　
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
に
つ
い

て
、
本
来
、
処
方
箋
は
医
師
の

判
断
に
よ
り
、
そ
の
管
理
下
で

算
定
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
要

望
し
て
い
き
た
い
と
し
た
。

　
産
婦
人
科
医
会
か
ら
事
前
に

文
書
で
も
ら
っ
た
意
見
・
要
望

に
つ
い
て
は
、
鈴
木
卓
理
事
長

が
回
答
。
不
妊
治
療
の
保
険
導

入
は
よ
か
っ
た
が
、
運
用
面
で

回
数
、
年
齢
等
の
要
件
が
あ

る
。
運
用
ケ
ー
ス
を
検
討
し
な

が
ら
、
不
合
理
点
は
厚
労
省
に

改
善
を
迫
り
た
い
。
ま
た
、
Ａ

Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
に
関
わ
る
患

者
が
入
院
す
る
こ
と
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
有
床
診
療
所

在
宅
患
者
支
援
病
床
初
期
加
算

の
施
設
基
準
に
Ａ
Ｃ
Ｐ
が
入
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
9
月
末

ま
で
経
過
措
置
が
あ
る
の
で
、

運
用
方
法
の
改
善
を
厚
労
省
に

発
行
す
る
も
の
で
あ

り
、
発
行
し
な
い
と
判

断
し
て
も
全
く
問
題
な

い
。「
リ
フ
ィ
ル
可
」欄

に
二
重
線
（
抹
消
線
）

を
引
い
て
処
方
箋
を
発

行
し
て
も
よ
い
。
今

後
、
各
医
会
か
ら
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
、
検

討
の
う
え
、
協
会
と
し

て
も
改
善
を
要
求
し
て

い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
学
校
医
等
へ

の
情
報
提
供
は
、
小
児

か
か
り
つ
け
診
療
料
な

ら
別
に
算
定
で
き
る
。

こ
れ
は
国
が
同
診
療
料

に
誘
導
し
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
小
児

科
外
来
診
療
料
で
別
に

2
0
1
6
年
度
か
ら
全
面
自

由
化
さ
れ
た
電
気
の
小
売
業
に

お
い
て
、
新
電
力
会
社
の
撤

退
・
倒
産
が
相
次
ぐ
事
態
と

な
っ
て
い
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
受
け
た

原
油
・
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ

Ｇ
）
の
価
格
が
高
騰
し
、
火
力

発
電
に
頼
る
日
本
国
内
の
電
力

需
要
が
逼
迫
。
今
冬
シ
ー
ズ
ン

（
21
〜
22
年
）
以
降
は
電
力
調

達
コ
ス
ト
が
高
止
ま
り
し
た
状

態
が
続
き
、
新
電
力
各
社
の
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
既
存
の
ほ
と
ん
ど

の
大
手
電
力
会
社
で
も
、
新
電

力
会
社
か
ら
の
切
り
替
え
を
希

望
す
る
企
業
等
と
の
新
規
契
約

を
停
止
。
こ
れ
を
受
け
、
ど
の

電
力
会
社
と
も
契
約
が
成
立
し

な
い
場
合
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
な
る
「
最
終
保
障
供

給
」
の
契
約
を
行
う
企
業
が
急

増
し
て
い
る
。
こ
の
「
最
終
保

障
供
給
」
の
価
格
は
標
準
料
金

の
1
・
2
倍
で
、
契
約
の
引
受

会
社
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
既
存

の
大
手
電
力
会
社
か
ら
分
社
化

さ
れ
た
関
連
会
社
で
あ
る
。

電
力
供
給
で

突
然
の
契
約
解
除

　
こ
の
影
響
は
医
療
機
関
に
も

み
ら
れ
、
協
会
に
も
会
員
医
療

機
関
か
ら
新
電
力
会
社
よ
り
突

然
、
撤
退
の
連
絡
が
入
っ
た
と

困
惑
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今

回
、
新
電
力
会
社
が
契
約
解
除

の
対
象
と
し
た
の
は
契
約
電
力

が
50
㎾
以
上
と
な
る
高
圧
契
約

で
、
医
療
機
関
に
連
絡
が
届
い

た
の
は
新
電
力
会
社
が
契
約
解

除
日
と
指
定
す
る
日
の
3
カ
月

前
だ
っ
た
。
す
で
に
大
手
電
力

会
社
も
新
規
契
約
は
受
け
付
け

て
お
ら
ず
、
莫
大
な
負
担
増
を

覚
悟
で
「
最
終
保
障
供
給
」
を

契
約
せ
ざ
る
得
な
い
状
況
と
の

こ
と
。

　
当
該
医
療
機
関
の
担
当
者
は

「
国
策
と
し
て
新
電
力
を
導
入

し
た
は
ず
。
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

事
業
に
お
い
て
、
今
回
の
事
態

で
新
電
力
会
社
か
ら
契
約
解
除

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
医
療
機
関

が
、
最
後
の
拠
り
所
で
あ
る
既

存
大
手
の
電
力
会
社
と
契
約
を

結
べ
な
い
の
は
異
常
事
態
、
ま

さ
に
電
力
難
民
を
大
量
に
作
り

出
し
て
い
る
」「『
約
款
に
明
記

し
て
い
る
』
と
、
一
方
的
に
契

約
を
切
り
、
最
終
保
障
供
給
し

か
道
は
な
い
と
開
き
直
る
新
電

力
会
社
に
は
怒
り
し
か
な
い
」

と
憤
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
で

経
営
に
大
打
撃

　
新
電
力
に
限
ら
ず
、
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
高
騰
で
、
医
療
機
関

経
営
に
与
え
る
影
響
は
大
き

い
。
7
月
8
日
付
の
メ
デ
ィ

フ
ァ
ク
ス
の
報
道
で
は
、
電
気

料
金
が
前
年
比
約
50
％
増
、
ガ

ス
料
金
が
前
年
比
約
57
％
増
な

ど
、
い
く
つ
か
の
病
院
グ
ル
ー

プ
の
事
例
を
示
し
、
担
当
者
が

「
医
療
機
関
で
対
応
で
き
る
レ

ベ
ル
を
超
え
て
い
る
」
と
危
機

感
を
示
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。
6
月
7
日
に
は
厚
生
労
働

省
医
政
局
総
務
課
等
か
ら
事
務

連
絡
「
令
和
4
年
度
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

取
り
扱
い
お
よ
び
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
『
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
等
総
合
緊
急
対
策
』
に
つ
い

て
」
が
発
出
さ
れ
て
お
り
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」
の
活

用
が
可
能
な
事
業
と
し
て
「
学

校
給
食
等
の
負
担
軽
減
」
や

「
事
業
者
に
対
す
る
電
気
・
ガ

ス
料
金
を
含
む
公
共
料
金
補

助
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

国
等
に
早
急
な
対
応

求
め
た
い

　
協
会
と
し
て
も
検
討
の
上
、

住
民
の
健
康
と
命
を
守
る
医
療

機
関
の
経
営
安
定
を
求
め
て
、

早
急
な
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
を
京
都
府
に
求
め
る
と

と
も
に
、
国
に
対
し
、
最
終
保

障
供
給
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

結
局
は
大
手
電
力
会
社
に
利
潤

が
集
中
す
る
構
造
で
は
な
く
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

在
り
方
を
構
築
す
る
よ
う
要
望

し
た
い
。
合
わ
せ
て
、
医
療
機

関
の
安
定
的
な
運
営
を
保
障
す

る
た
め
、
今
回
の
事
態
で
不
幸

に
も
電
力
難
民
と
な
っ
た
医
療

機
関
と
の
契
約
を
優
先
的
に
引

き
受
け
る
よ
う
、
大
手
電
力
会

社
に
対
し
て
国
か
ら
指
導
す
る

よ
う
要
請
し
た
い
。

対
し
て
要
求
し
た
い
。

　
少
子
化
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
出
産
一
時
金
の
増
額
な

ど
、
適
用
基
準
緩
和
に
つ
い

て
、
政
府
の
動
き
を
見
な
が
ら

要
望
し
て
い
き
た
い
。
働
き
方

改
革
、
特
に
宿
直
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
地
方
の
中
小
の
自
治

体
病
院
の
存
続
に
も
関
わ
る
。

地
域
医
療
が
崩
壊
す
る
と
い
う

危
機
感
も
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

根
本
的
に
医
師
養
成
政
策
を
変

え
な
い
と
解
決
さ
れ
な
い
問
題

だ
。
対
策
を
模
索
し
、
研
究
し

て
改
善
要
望
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
し
た
。

（
2
面
に
意
見
・
要
望
）

専
門
医
会
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

　平素は京都府保険医協会諸事業の運営にご協力、ご指導賜
り誠にありがとうございます。
　誠に遺憾ではございますが、この度、京都府保険医協会が
所有する銀行口座から、協会とは関係のない口座宛に、1,000
円の送金が行われ、損害を発生させてしまったことが発覚致
しました。インターネットを経由し、何者かが不正にアクセ
スした可能性があり、現在調査中です。
　会員の先生方には、ここにご報告申し上げますとともに、
ご心配をおかけ致しますことを、心からお詫び申し上げます。
　協会は、1,000円とは言え大切な協会の財産ですので、損
害を回復するために可能な手立てを尽くすとともに、所管の
警察署に相談しています。
　現段階で詳細は不明ですが、今回の不正送金の犯人確保、
実態解明に向け、京都府警を含め関係先と全面的に協力し、
問題解決に全力を尽くす所存でございます。
　また、インターネットを経由して不正アクセスされたこと
が損害発生の原因ですので、二度とこのような事態が発生し
ないよう、これまで以上のセキュリティー対策を行い、徹底
した再発防止を行ってまいります。
　今回の事態の発生に関しまして、会員の先生方には、改め
て心からお詫び申し上げます。

2022年７月25日　　　　　　　　　　
京都府保険医協会　理事長　鈴木　卓

会員の先生方への重大なお知らせとお詫び

困困ったときったときははまずごまずご連絡連絡をを
保険請求など   日常診療をサポート

©もへろん

保険請求の疑問、審査・指導の相談など、
協会は日常診療での会員・医療機関従業
員からのご相談に対応しています。新規
個別指導をはじめ、指導の不安や疑問も
ご相談下さい。しっかりサポートします。

新
電
力
撤
退
等
の
影
響
が
医
療
機
関
に
も

受
け
皿
な
く
電
力
難
民
と
な
る
事
態
に

報酬改定で活発な意見交換に

2 0 2 2 年 (令和 4年) 7 月 2 5 日 第 3 1 2 6 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

主
張
・
日
常
診
療
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
（
2
面
）

広
場
・
コ
ロ
ナ
留
置
問
題
を
考
え
る
（
3
面
）

子
ど
も
医
療
費
拡
充
求
め
て
（
4
面
）

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
2
0
2
1
年
度

（
21
年
6
月
〜
22

年
5
月
）
も
会
員

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

医
療
事
故
に
関
す

る
報
告
・
相
談
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
21
年
度
の
主
な
特
徴
と
し

て
、
①
医
療
事
故
報
告
件
数
は

31
件
に
留
ま
っ
た
。
20
年
度
に

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
も
少
な
か
ら

ず
あ
っ
て
か
20
年
度
よ
り
も
増

加
し
た
も
の
の
例
年
と
比
べ
て

少
な
め
と
な
っ
た
。
②
事
故
報

告
数
の
病
診
比
率
は
、
病
院
が

診
療
所
を
若
干
上
回
っ
た
。
③

複
数
回
の
医
事
事
故
を
報
告
す

る
医
療
機
関
が
数
件
あ
っ
た
。

④
解
決
率
は
、
全
事
故
報
告
の

内
98
・
1
％
が
解
決
に
至
っ
て

お
り
、
依
然
と
し
て
高
水
準
を

保
っ
て
い
る
―
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
21
年
度
は
、
京
都
の
会
員
医

療
機
関
だ
け
で
な
く
、
全
国
の

保
険
医
協
会
・
医
会
の
会
員
医

療
機
関
ま
で
対
象
を
広
げ
全
3

回
の
「
医
療
安
全
講
習
会
」
を

開
催
し
、
延
べ
7
0
0
人
を
超

す
医
師
や
医
療
従
事
者
の
方
に

参
加
い
た
だ
い
た
。「
い
ざ
」

と
い
う
時
に
患
者
対
応
を
は
じ

め
医
事
紛
争
・
医
療
事
故
に
対

し
て
適
切
な
対
応
が
で
き
る
か

ど
う
か
は
、
日
々
の
研
修
の
積

み
重
ね
が
重
要
で
あ
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
な
い
。
そ
う
い
っ

た
観
点
か
ら
も
多
く
の
方
に
参

加
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
我
々

と
し
て
も
医
療
安
全
の
啓
発
に

寄
与
で
き
、
大
変
意
義
の
あ
る

取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

　
協
会
は
、
1
9
5
9
年
度
よ

り
会
員
医
療
機
関
で
起
こ
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
医
事
紛
争
や
医
療

事
故
の
相
談
に
対
応
し
て
き

た
。そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

22
年
度
も
引
き
続
き
京
都
の
会

員
医
療
機
関
の
み
な
ら
ず
、
全

国
の
保
険
医
協
会
・
医
会
の
会

員
医
療
機
関
が
日
々
の
医
療
安

全
（
紛
争
対
応
・
紛
争
予
防
）

に
取
り
組
む
上
で
、
参
考
と
な

る
よ
う
な
講
習
会
等
を
企
画

し
、
日
常
診
療
に
お
け
る
「
安

全
」と
「
安
心
」を
一
層
高
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
、
医
療
安
全
対

策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
京
都
保
険
医
新
聞

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
有
用
な
情

報
の
提
供
や
、
あ
る
い
は
日
々

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
医
療
安

全
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
の
中

で
特
に
対
応
に
苦
慮
さ
れ
て
い

る
事
案
を
厳
選
し
、
顧
問
弁
護

士
の
協
力
の
も
と
Ｑ
＆
Ａ
形
式

で
解
説
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

も
行
っ
た
。

　
先
述
し
た
通
り
、
協
会
は
半

世
紀
以
上
も
医
療
安
全
に
取
り

組
ん
で
き
た
全
国
的
に
も
ま
れ

に
み
る
医
療
団
体
で
あ
る
。
そ

の
特
性
を
活
か
し
こ
れ
か
ら
も

会
員
に
有
益
と
な
る
医
療
安
全

に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
続
け

て
い
き
た
い
。

日
常
診
療
の「
安
全
」と「
安
心
」

取
り
組
み
一
層
の
充
実
目
指
し

法
人
化
の
長
所
短
所
見
極
め
を

　
　
　
　 

医
療
法
人
講
習
会
を
開
催

　
協
会
は
、
ひ
ろ
せ
税
理
士
法
人
・
認
定
登
録
医
業

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
常
田
幸
男
氏
を
講
師
に
、

医
療
法
人
講
習
会
を
4
月
28
日
に
開
催
。
本
講
習
会

は
2
年
に
1
回
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
10
人
が
参

加
し
た
。

し
た
。

　
一
方
の
感
情
的
な
メ
リ
ッ
ト

は
①
法
人
化
に
よ
り
事
業
の
発

展
を
実
感
で
き
る
、
理
事
長
の

肩
書
が
つ
く
な
ど
、
ス
テ
ー
タ

ス
感
が
得
ら
れ
る
②
事
業
承
継

が
や
り
や
す
く
な
る
③
事
業
と

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
財
布
を
明
確

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
な

　
常
田
氏
は
、
現
在
の
診
療
所

の
開
設
形
態
に
つ
い
て
説
明
。

一
般
診
療
所
（
医
科
診
療
所
）

の
数
は
全
体
と
し
て
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
個
人
開
業
の
診
療

所
は
高
齢
医
師
の
閉
院
等
で
年

々
減
少
し
て
い
る
。
一
方
で
医

療
法
人
開
設
の
診
療
所
は
年
々

増
加
し
、
現
時
点
で
個
人
開
設

が
47
％
、
医
療
法
人
開
設
が
53

％
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
医
療
法
人
化
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え

る
際
は
、
ま
ず
経
済
的
な
も
の

と
感
情
的
な
も
の
に
明
確
に
整

理
し
、
理
解
す
る
こ
と
が
必
要

と
し
た
。
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト

ど
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
①
診
療
を

ど
れ
だ
け
頑
張
っ
て
も
院
長
の

個
人
報
酬
に
は
直
接
反
映
さ
れ

な
い
②
毎
年
都
道
府
県
知
事
に

事
業
報
告
書
等
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
③
そ
の
他
、
煩

雑
な
手
続
き
が
増
え
る
な
ど
を

挙
げ
た
。

　
こ
う
し
た
例
を
踏
ま
え
、
税

理
士
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
法

人
化
す
る
の
で
は
な
く
、「
ど

れ
だ
け
の
節
税
効
果
が
あ
る

か
」「
厚
生
年
金
保
険
料
負
担

は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
」

「
法
人
化
し
た
時
の
個
人
の
資

金
繰
り
に
問
題
な
い
か
」
な
ど

経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
比
較
検
証
し
た
上

で
、
最
後
は
感
情
的
に
判
断
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
た
。

　
最
近
は
開
業
後
1
年
程
度
で

法
人
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
昨
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
規

開
業
を
控
え
て
い
た
先
生
方
の

開
業
が
多
く
あ
る
状
況
を
踏
ま

え
、
協
会
で
は
医
療
法
人
講
習

会
を
今
冬
も
開
催
す
る
方
向
で

検
討
中
で
あ
る
。

は
①
法
人
税
と
所
得
税
の
税
率

差
な
ど
で
税
金
が
安
く
な
る
②

医
療
法
人
契
約
の
生
命
保
険
に

　
【
精
神
科
】
職
場
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
療
養
や
職

場
復
帰
の
際
の
産
業
医
へ
の
情

報
提
供
が
相
変
わ
ら
ず
評
価
さ

れ
て
い
な
い
。
療
養
・
就
労
両

立
支
援
指
導
料
の
対
象
疾
患
が

拡
大
さ
れ
た
が
、
う
つ
病
を
は

じ
め
精
神
疾
患
は
適
用
と
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
は
疑
問
と
し
て

残
る
。
こ
こ
ろ
の
連
携
指
導
料

が
新
設
さ
れ
た
が
、
精
神
科
医

療
機
関
側
で
は
精
神
保
健
福
祉

士
の
配
置
が
施
設
基
準
と
し
て

あ
り
、
多
く
の
精
神
科
診
療
所

は
適
応
と
な
ら
ず
現
実
と
乖
離

し
て
い
る
。

　
【
消
化
器
】
内
視
鏡
検
査
に

加
算
が
新
設
さ
れ
た
が
、
特
殊

な
項
目
だ
け
だ
。
が
ん
対
策
基

本
法
を
踏
ま
え
、
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
に
対
す
る
充
実
を
考

え
て
ほ
し
い
。
内
視
鏡
の
消
毒

等
、
感
染
症
対
策
の
コ
ス
ト
が

非
常
に
か
か
る
。
コ
ロ
ナ
に
対

す
る
従
事
者
の
院
内
感
染
防
止

対
策
の
コ
ス
ト
も
増
え
て
い
る

た
め
、
内
視
鏡
検
査
の
本
体
の

ア
ッ
プ
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
【
整
形
外
科
】
当
科
も
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
点

数
を
上
げ
て
ほ
し
か
っ
た
。
Ｊ

Ｃ
Ｏ
Ａ
（
日
本
臨
床
整
形
外
科

医
会
）
を
通
し
て
長
年
要
望
し

て
い
た
関
節
液
検
査
が
50
点
で

新
設
さ
れ
た
。
治
療
用
装
具
採

寸
法
に
つ
い
て
、
既
製
品
を
処

方
し
た
場
合
は
加
工
す
る
た
め

に
採
寸
を
実
施
し
た
場
合
に
厳

格
化
さ
れ
た
。
基
準
が
は
っ
き

り
せ
ず
、
混
乱
し
て
い
る
。

　
【
形
成
外
科
】
乳
が
ん
術
後

の
乳
房
再
建
に
つ
い
て
、
脂
肪

注
入
に
よ
る
再
建
術
を
申
請
し

て
い
た
が
、
今
回
改
定
は
我
々

の
目
指
し
て
い
た
内
容
と
違

い
、
鼻
咽
腔
閉
鎖
不
全
の
み
に

適
用
と
な
っ
た
。
乳
房
の
再
建

は
単
な
る
美
容
的
な
目
的
で
な

く
、
心
理
的
に
も
大
事
な
こ
と

と
痛
感
し
て
い
る
。
肩
透
か
し

で
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
わ

な
い
か
、
非
常
に
心
配
し
て
い

る
。

　
【
糖
尿
病
】リ
ブ
レ
セ
ン
サ
ー

が
イ
ン
ス
リ
ン
を
1
日
1
回
で

も
自
己
注
射
し
て
い
る
人
に
認

め
ら
れ
た
の
が
非
常
に
大
き

く
、
あ
り
が
た
か
っ
た
。
リ

フ
ィ
ル
処
方
箋
を
希
望
す
る
患

者
は
ま
だ
い
な
い
が
、
医
師
の

管
理
下
で
の
処
方
が
大
切
で
あ

り
、
今
後
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
出
て
い

る
。

　
【
透
析
】
透
析
患
者
が
増
え

　
【
内
科
】
ど
こ
で
も
院
内
感

染
対
策
は
十
分
行
っ
て
お
り
、

コ
ス
ト
も
増
え
て
い
る
。
こ
れ

に
対
す
る
評
価
、
初
・
再
診
料

の
増
点
が
な
か
っ
た
こ
と
は
残

念
。
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し

た
い
。
半
年
経
過
後
く
ら
い

に
、
協
会
で
調
査
し
て
も
ら
え

た
ら
幸
い
で
あ
る
。
医
学
的
管

理
が
薬
剤
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
の
も
問
題
。

　
【
胸
部
】
勤
務
す
る
病
院
の

コ
ロ
ナ
病
床
を
見
る
と
、
手
当

で
ぎ
り
ぎ
り
回
っ
て
い
る
状

況
。
こ
れ
だ
け
波
が
あ
る
と
、

人
工
呼
吸
器
の
準
備
や
病
床
確

保
等
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
ま
で
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
、
懸
念
し

て
い
る
。
京
都
の
審
査
委
員
会

に
は
、
よ
く
や
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
い
う
印
象
を
持
っ
て

い
る
。

　
【
小
児
科
】
臨
時
的
取
扱
い

で
あ
っ
た
乳
幼
児
感
染
予
防
策

加
算
50
点
が
な
く
な
っ
た
こ
と

が
痛
い
。
診
療
情
報
提
供
料

（
Ⅰ
）
の
対
象
と
な
る
学
校
医

等
の
範
囲
が
拡
大
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
小
児
科
外

来
診
療
料
で
算
定
し
て
お
り
、

別
に
算
定
で
き
な
い
。
診
療
情

報
提
供
料
（
Ⅰ
）
を
包
括
対
象

か
ら
外
に
出
し
て
ほ
し
い
。

　
【
外
科
】
創
傷
処
理
、
皮
膚

切
開
等
が
多
少
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
は
評
価
。
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
（
内
視
鏡
手
術
用
支
援

機
器
を
用
い
た
手
術
）
の
対
象

が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
が
目
に
付

く
。
推
進
し
て
い
く
流
れ
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
同
一
手

術
野
の
複
数
手
術
に
係
る
特
例

50
％
加
算
が
複
雑
化
し
た
た

め
、整
合
性
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

　
【
産
婦
人
科
】
不
妊
治
療
・

生
殖
補
助
医
療
が
保
険
収
載
さ

れ
た
が
、
患
者
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
の
か
、
動
向
を
注
視
し
て

い
る
。
有
床
診
療
所
の
在
宅
患

者
支
援
病
床
初
期
加
算
3
0
0

点
が
新
設
さ
れ
た
が
、
施
設
基

準
で
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お

け
る
医
療
・
ケ
ア
の
決
定
プ
ロ

セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
等
の
内
容
を
踏
ま
え
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
産
婦
人
科

で
は
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関
わ
る
患
者
が

入
院
す
る
こ
と
が
な
く
、
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
。
政
府
・
与

党
で
は
出
産
育
児
一
時
金
の
増

額
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る
が
、

協
会
か
ら
も
増
額
の
要
望
を
出

し
て
ほ
し
い
。
医
師
の
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
厚

労
省
の
宿
日
直
許
可
基
準
は
産

婦
人
科
の
日
直
・
宿
直
の
実
態

か
ら
乖
離
し
て
い
る
。
こ
の
問

題
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た

い
。

　
【
眼
科
】
病
院
で
算
定
す
る

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
3
の

白
内
障
手
術
に
つ
い
て
、
片

眼
・
両
眼
と
も
約
2
0
0
0
点

引
き
下
げ
ら
れ
た
。
入
院
で
手

術
す
る
先
生
は
苦
し
い
減
額
に

な
っ
た
。
一
方
、
短
期
滞
在
手

術
等
基
本
料
1
の
施
設
基
準
が

緩
和
さ
れ
、
麻
酔
科
医
の
勤
務

は
全
麻
の
時
だ
け
で
よ
く
な

り
、
局
麻
の
手
術
で
は
麻
酔
科

医
を
呼
ば
な
く
て
よ
く
な
っ
た

こ
と
が
大
き
い
。

　
【
耳
鼻
咽
喉
科
】
当
科
は
コ

ロ
ナ
で
打
撃
を
受
け
て
お
り
、

酷
い
と
こ
ろ
は
収
入
が
5
割
位

に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
背

景
か
ら
か
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
免
疫
療
法
治
療
管
理
料
の
新

設
、
ビ
デ
オ
ヘ
ッ
ド
イ
ン
パ
ル

ス
検
査
が
新
設
、
耳
処
置
、
鼻

処
置
、
口
腔
、
咽
頭
処
置
の
引

 

各
医
会
か
ら
の
意
見
・
要
望

き
上
げ
等
、
改
善
さ
れ
た
。
高

度
難
聴
指
導
管
理
料
が
生
涯
1

回
か
ら
年
1
回
に
緩
和
さ
れ
た

が
、
筆
談
な
ど
を
必
要
と
す
る

こ
と
も
少
な
く
な
く
、
診
療
に

時
間
を
要
す
る
た
め
、
さ
ら
に

算
定
頻
度
を
認
め
て
も
ら
っ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
言
語

聴
覚
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
に
つ

い
て
、
施
設
基
準
の
緩
和
を
希

望
し
て
い
る
。

　
【
泌
尿
器
科
】
先
進
医
療
か

ら
保
険
診
療
に
「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影

お
よ
び
超
音
波
検
査
融
合
画
像

に
よ
る
前
立
腺
針
生
検
法
」
が

比
較
的
高
い
点
数
で
新
設
さ
れ

た
こ
と
は
今
後
の
前
立
腺
が
ん

診
断
に
お
い
て
意
義
が
あ
っ

た
。
一
方
、
急
性
期
病
院
に
お

い
て
「
重
症
度
、
医
療
・
看
護

必
要
度
」
か
ら
心
電
図
モ
ニ

タ
ー
の
管
理
が
削
除
さ
れ
た
。

　
医
療
が
ま
す
ま
す
高
度
化
す

る
中
で
、
現
在
の
評
価
項
目
が

本
当
に
適
切
な
の
か
検
討
し
て

ほ
し
い
。

（
1
面
か
ら
の
続
き
）

加
入
で
き
る
な
ど
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
①
院
長
個

人
の
資
金
繰
り
が
窮
屈

に
な
る
（
特
に
、
教
育

資
金
や
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
、
一
番
お
金
を
使
い

た
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
法

人
に
お
金
を
貯
め
る
こ

と
に
な
る
）
②
役
員
報

酬
や
常
勤
ス
タ
ッ
フ
の

厚
生
年
金
保
険
料
負
担

が
発
生
す
る
③
常
勤
勤

務
中
は
厚
生
年
金
の
受

給
が
で
き
な
い
な
ど
と

る
一
方
、
改
定
毎
に
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｆ

－

Ｐ
Ｈ

阻
害
薬
を
用
い
た
場
合
、
人
工

腎
臓
の
点
数
が
院
内
院
外
で
分

か
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
定

で
一
本
化
さ
れ
た
上
で
点
数
が

下
げ
ら
れ
た
。
人
工
腎
臓
の
導

入
期
加
算
の
2
、
3
の
施
設
基

準
で
、
腎
代
替
療
法
専
門
指
導

士
の
有
資
格
者
が
い
る
こ
と
と

さ
れ
た
が
、
3
は
移
植
を
実
施

し
て
い
る
施
設
で
な
い
と
届
け

出
で
き
な
い
。
2
も
3
の
施
設

が
行
う
研
修
を
定
期
的
に
受
講

し
な
い
と
い
け
な
い
等
、
要
件

が
厳
し
い
。
腹
膜
透
析
と
腎
移

植
を
増
や
し
て
い
き
た
い
国
の

方
針
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

医療機関の開設形態等の現況も解説
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下
肢
創
傷
処
置
の
算
定
に
つ
い
て

対　　象：京都府保険医協会会員
 ※原則として取りに来ていただける方
期　　間：10日間
 ※ 希望多数の場合、早めにご返却いた

だくことがあります

貸出モデル： ＣＰＲ対応訓練用モデル
 （除細動器の貸出可）
申　　込：京都府保険医協会事務局まで

CPR対応訓練用モデル

　協会では、医療安全対策の一環とし
て医療機関向けに除細動のトレーニン
グにも対応できる救急蘇生モデルの貸
し出しを行っています。院内や院外で
の除細動器を使った実践的なＣＰＲト
レーニングにご活用下さい。

貸出料 無料

救命救急対策救命救急対策にに
救急蘇生モデル救急蘇生モデルのの
ご活用ご活用をを

貸 出 要 領

定　

価

1
1
0
0
0
円

京
都
協
会
会
員

5
0
0
0
円

他
府
県
協
会
会
員

7
0
0
0
円

各
税
込
送
料
別

医療安全研修
DVDpartⅢ

シリーズ第 3 弾

絶賛発売中!!

Ｑ
、
Ｊ
0
0
0-

2
下
肢
創

傷
処
置
は
下
肢
全
体
が
対
象
と

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

足
趾
の
浅
い
潰
瘍
に
つ
い
て
点

数
区
分
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど

の
区
分
で
算
定
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
、
そ
れ
ぞ
れ
2
0
2
2
年

6
月
22
日
に
事
務
連
絡
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
下
肢
創
傷
処
置

の
対
象
部
位
に
つ
い
て
は
、
通

知
に
「
足
部
、
足
趾
又
は
踵
」

と
あ
り
、
そ
の
う
ち
足
部
に
つ

い
て
は
事
務
連
絡
で
「
足
関
節

以
遠
の
部
位
（
足
趾
又
は
踵
を

（
30
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
顔
色
素
性
母
斑
の
た

め
本
件
医
療
機
関
を
受
診
し

た
。
受
診
か
ら
約
2
週
間
後
、

担
当
医
は
口
唇
・
左
頬
部
2
カ

所
の
顔
色
素
性
母
斑
を
炭
酸
ガ

ス
レ
ー
ザ
ー
で
焼
灼
治
療
し
た

（
自
費
診
療
）。
翌
日
に
は
、
テ

ラ
・
コ
ー
ト
リ
ル
軟
膏
Ⓡ
を
処

方
す
る
と
と
も
に
、
2
週
間
後

に
受
診
す
る
よ
う
に
指
導
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
患
者

は
受
診
せ
ず
に
、
軟
膏
を
処
方

し
た
日
か
ら
約
2
年
が
経
過
し

た
頃
に
、
患
者
か
ら
本
件
医
療

て
た
。

　
①
レ
ー
ザ
ー
照
射
後
に
出
血

が
あ
っ
た
。
陥
没
が
残
っ
た
の

は
手
術
が
失
敗
し
た
か
ら
で
あ

る
。
さ
ら
に
陥
没
に
対
し
て
の

事
前
の
説
明
が
な
か
っ
た
。

　
②
2
週
間
後
に
受
診
し
な

か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、

受
診
を
促
す
よ
う
に
説
得
す
る

注
意
義
務
が
医
師
に
は
あ
っ

た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
左

頬
部
の
陥
没
の
原
因
に
関
し
て

は
、
患
者
側
が
受
診
せ
ず
に
治

療
放
棄
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
す
で
に
文
書
で
患
者
の

質
問
に
は
全
て
答
え
て
お
り
、

診
断
・
適
応
・
手
技
・
事
前
の

説
明
・
事
後
処
置
い
ず
れ
に
お

い
て
も
過
誤
は
な
か
っ
た
と
主

張
・
抗
弁
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

1
年
1
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
同
意
書
に
は
後
遺
障
害
と
し

て「
術
後
の
色
素
沈
着
、瘢
痕
、

ひ
き
つ
れ
な
ど
」
と
、
説
明
し

た
記
録
が
あ
り
、
事
後
処
置
に

関
し
て
も
、
医
師
は
患
者
に
2

週
間
後
に
再
診
す
る
よ
う
療
養

指
導
を
行
っ
て
お
り
、
問
題
は

な
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら

医
療
過
誤
は
否
定
さ
れ
た
。

〈
結
果
〉

　
第
1
審
で
は
医
療
機
関
側
の

勝
訴
と
な
っ
た
。
患
者
は
こ
れ

機
関
へ
電
話
で
左
頬
部
の
レ
ー

ザ
ー
治
療
後
に
生
じ
た
窪
み
が

気
に
な
る
と
問
い
合
わ
せ
て
き

た
の
で
、
看
護
師
が
受
診
を
勧

め
た
。
患
者
は
そ
の
約
1
週
間

後
に
受
診
し
た
が
、
担
当
医
は

左
頬
部
の
陥
没
部
に
つ
い
て
は

す
で
に
2
年
経
過
し
て
お
り
、

治
療
は
難
し
い
と
伝
え
た
。

　
患
者
は
以
下
の
理
由
で
弁
護

士
を
介
さ
ず
に
訴
訟
を
申
し
立

ホ
ク
ロ
の
除
去
術
で
傷
跡
残
存

医
師
医
師
がが
選
ん
だ

選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
166

を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
が
控

訴
棄
却
と
な
り
、
医
療
機
関
側

の
勝
訴
が
確
定
し
た
。

政
策
部
会
部
員

礒
部
博
子

6
月
18
日
、「
高
齢
者
・
障

害
者
施
設
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
患

者
留
置
問
題
を
考
え
る
」
と
題

し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
第
1
回

が
、
京
都
の
関
連
団
体
参
集
の

も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
6
波
の
特
徴
は
、
こ
れ

ま
で
と
比
べ
る
と
、
若
い
世
代

で
の
新
規
感
染
者
が
多
く
、
重

症
化
率
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら

く
の
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
協
会
の
増
田
道
彦
監
事
も

報
告
者
の
一
人
と
し
て
コ
ロ
ナ

患
者
受
入
病
院
の
実
際
の
数
字

等
を
示
し
な
が
ら
実
態
を
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
最
も
感
染
者
の

多
か
っ
た
2
月
の
救
急
搬
送
件

数
は
全
体
で
8
2
7
件
、
う

ち
コ
ロ
ナ
が
88
件
。
コ
ロ
ナ
陽

性
者
（
搬
入
後
判
明
も
含
む
）

の
搬
入
時
心
肺
停
止
が
9
件

で
、
施
設
か
ら
は
3
件
だ
っ
た

と
し
、
事
例
も
紹
介
。
施
設
の

人
た
ち
か
ら
も
コ
ロ
ナ
陽
性
と

な
っ
た
入
所
者
の
救
急
搬
送
を

依
頼
し
て
も
入
院
先
が
見
つ
か

ら
ず
、
や
っ
と
搬
送
で
き
た
時

に
は
手
遅
れ
だ
っ
た
、
生
活
の

場
と
し
て
の
施
設
で
ゾ
ー
ニ
ン

グ
が
い
か
に
難
し
い
か
―
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
報
告
を
聞
き
、
救

え
た
は
ず
の
命
を
救
え
な
か
っ

た
関
係
者
の
苦
悩
や
怒
り
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解

決
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
を
交
え
て
話
し
合
っ
た

後
、
解
決
の
糸
口
と
す
べ
く
声

明
文
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
求
め
た
内
容
は
以
下
の
通
り

で
す
。
①
高
齢
で
あ
る
こ
と
や

障
害
の
あ
る
こ
と
、
施
設
入
所

者
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
入

院
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う

な
事
態
を
引
き
起
こ
さ
な
い
こ

と
②
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
が
必
要

な
入
院
に
確
実
に
つ
な
が
る
よ

コ
ロ
ナ
患
者
留
置
問
題
を
考
え
る

ナ
患
者
が
発
生
し
た
場
合
、
入

院
時
に
介
護
が
必
要
な
人
や
認

知
症
の
人
は
入
院
の
準
備
が
十

分
に
整
わ
な
い
と
い
う
理
由
で

入
院
拒
否
さ
れ
、
施
設
内
に
留

め
置
か
れ
た
結
果
、
施
設
内
に

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
り
、

コ
ロ
ナ
患
者
の
症
状
が
急
変
し

た
り
、
命
を
落
と
さ
れ
る
事
態

が
多
発
し
た
問
題
の
こ
と
で

す
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
数
多

う
に
す
る
こ
と
③
そ
の
た
め
、

ほ
と
ん
ど
稼
働
し
て
い
な
い

「
臨
時
的
医
療
施
設
」
に
医
療

職
・
介
護
職
を
確
保
し
、
フ
ル

稼
働
さ
せ
る
こ
と
④
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人

た
ち
の
た
め
の
療
養
施
設
の
設

置
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
国
お
よ
び
京
都
府
は
こ
の
声

明
文
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
素

早
い
対
応
を
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る

第
7
波
が
ま
た
大
き
な
社
会
問

題
と
な
る
前
に
。

ず
死
亡
率
が
高
い
と
い
う
も
の

で
し
た
。
一
見
矛
盾
し
て
い
る

と
も
思
え
る
こ
の
特
徴
の
裏
に

は
、
施
設
に
お
け
る
「
留
置
問

題
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
第
7
波
に
向
け
て
、

こ
の
問
題
を
精
査
し
問
題
点
を

あ
げ
、
改
善
に
向
け
て
具
体
的

に
話
し
合
う
べ
く
、
京
都
の
社

会
福
祉
関
連
団
体
が
呼
び
か
け

た
の
に
対
し
て
、
病
院
や
診
療

所
、
特
養
、
障
害
者
施
設
の
方

々
が
ウ
ェ
ブ
で
参
加
。
ゲ
ス
ト

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
佛
教
大
学

の
新
井
康
友
氏
を
迎
え
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
留
置
問
題
」
と
い
う
の
は

高
齢
者
・
障
害
者
施
設
で
コ
ロ

除
く
）
及
び
ア
キ
レ
ス
腱
を
指

す
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て

下
肢
全
体
が
対
象
と
な
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
足
趾
の
浅
い
潰
瘍
に

つ
い
て
は
、「
1
足
部
（
踵
を

除
く
）
の
浅
い
潰
瘍
1
3
5

点
」
で
算
定
す
る
と
さ
れ
ま
し

た
。

ミーティングの報告集を
協会ホームページに掲載
しました

協会の主張は
ここで見られます!

https://healthnet.
jp/informations/
informations-38
549/
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身近なリスクの備えに
針刺し事故感染症見舞金補償プラン

● 院長も給付対象
　＊従業員の加入が前提

●  手術中の血液飛散による吸入事
故も対象

●  見舞金の給付を受けた後でも、
再度の針刺し事故で別の感染症
に感染または発病した場合も、
給付の対象

●  保険料は確定方式。面倒な精算
手続きはありません

　＊保険料は労災保険申請人数で算出

（補償制度費用保険特約セット型約定履行費用保険・三井住友海上取扱い）

案内パンフレットを本紙に同封しました。ぜひ加入をご検討下さい。
お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで。

8
月
は
理
事
会
が
休
会
と
な

り
ま
す
。

8
月
度

理
事
会
に
つ
い
て



　
思
い
出
し
て
一
番
落
ち
着
く

の
は
、
そ
れ
が
一
番
幸
せ
な
時

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
何
度
も
思

い
出
し
、
そ
の
度
に
幸
せ
な
気

持
ち
に
浸
れ
る
の
は
意
外
な
時

期
だ
っ
た
。「
三
つ
子
の
魂
百

ま
で
」
と
言
う
け
れ
ど
、
大
事

に
さ
れ
た
小
さ
い
頃
、
小
学
校

に
入
る
前
ま
で
か
。

　
私
の
父
は
府
立
医
大
卒
業
を

1
年
繰
り
上
げ
戦
争
に
行
っ

た
。
初
め
は
中
国
へ
、
そ
し
て

南
進
作
戦
と
か
で
ト
ラ
ッ
ク
群

島
ま
で
転
戦
し
、
最
終
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
捕
虜
収

明
治
の
医
者

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

垣田 さち子
（西陣）

４４

容
所
に
収
監
さ
れ
て
終
戦
と
な

り
、
日
本
へ
送
還
さ
れ
た
。

　
当
時
父
の
実
家
に
は
、
祖
父

母
と
キ
イ
子
伯
母
と
そ
の
息
子

ヒ
デ
ヲ
ち
ゃ
ん
の
四
人
が
住
ん

で
い
た
。
伯
母
は
、
結
婚
相
手

の
メ
ン
タ
ル
が
問
題
と
な
り
、

父
が
出
征
前
に
連
れ
戻
し
た
。

父
か
ら
は
最
初
に
赴
い
た
中
国

よ
り
よ
く
便
り
が
届
い
て
い
た

が
、
南
方
に
行
っ
て
か
ら
は
途

絶
え
た
。
一
家
の
状
態
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。
キ
イ
子
伯
母
が

小
学
校
の
教
師
に
な
っ
て
生
活

を
支
え
た
の
だ
ろ
う
。
6
年
ぶ

り
に
収
容
所
か
ら
父
の
手
紙
が

届
き
、
祖
父
は
歓
喜
の
余
り
手

紙
を
掲
げ
て
小
学
校
ま
で
走
っ

て
き
た
。
門
か
ら
運
動
場
を
横

切
っ
て
伯
母
の
教
室
ま
で
ま
っ

す
ぐ
走
っ
て
き
た
そ
う
だ
。

　
団
塊
の
世
代
が
み
な
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
私
は
一
家
待
望

の
子
ど
も
だ
っ
た
。
い
と
こ
会

が
〝
子ね

ず
み〞
が
多
く
チ
ュ
ー
の
会

な
ど
と
呼
ん
で
、
一
回
り
二
回

り
違
う
干
支
が
揃
っ
て
い
た
。

12
歳
以
上
も
間
を
お
い
て
の
孫

誕
生
で
、
祖
父
母
以
下
親
類
中

が
大
喜
び
で
迎
え
て
く
れ
た
。

　「
生
き
て
は
い
な
い
」
と
み

な
が
覚
悟
し
た
父
が
奇
跡
の
生

還
を
果
た
し
、
大
学
に
戻
り
、

結
婚
し
、
子
ど
も
も
生
ま
れ
大

忙
し
の
日
々
だ
っ
た
ろ
う
。
お

か
げ
で
私
は
祖
父
母
の
元
に
預

け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

と
は
い
っ
て
も
本
当
は
キ
イ
子

伯
母
と
ヒ
デ
ヲ
ち
ゃ
ん
に
お
世

話
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
け
れ
ど
。

　
伊
賀
上
野
の
祖
父
母
宅
が
大

好
き
だ
っ
た
。
祖
父
は
明
治
の

田
舎
の
秀
才
で
複
数
回
の
〝
飛

び
級
〞
で
医
師
の
家
の
書
生
に

な
り
、
東
京
の
陸
軍
軍
医
学
校

と
京
都
府
立
医
大
で
医
師
に

な
っ
た
。
三
重
県
医
師
会
の
記

念
写
真
に
は
8
番
目
と
あ
っ
た
。

　
し
か
し
戦
後
の
日
々
、
眼
科

開
業
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

か
。
隠
居
生
活
だ
っ
た
と
思
う

の
だ
が
。
我
が
も
の
顔
で
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
た
女
の
子
も
、
今

と
な
っ
て
は
聞
き
た
い
こ
と
だ

ら
け
な
の
に
も
う
誰
も
い
な

い
。
大
正
時
代
に
祖
父
が
設
計

し
て
建
て
た
大
き
な
門
構
え
の

あ
の
家
も
な
い
。
一
度
だ
け
患

者
さ
ん
が
来
ら
れ
て
お
薬
を
も

ら
っ
て
行
か
れ
た
の
を
障
子
の

隙
間
か
ら
覗
い
て
い
た
こ
と
が

あ
る
が
、
全
く
時
代
劇
を
見
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。
患
者
さ
ん

は
ひ
た
す
ら
ひ
れ
伏
し
、
祖
父

は
と
て
も
エ
ラ
イ
人
に
見
え

た
。
い
つ
も
は
私
の
嫌
い
な
、

川
端
康
成
の
言
う
「
高
等
遊

民
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
に
。

藤
井
崇
知
氏
（
享
年
84
、
宇

治
久
世
）
7
月
3
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

8 月のレセプト受取・締切
基
金・国
保
（※）

８日（月）９日（火）10日（水）

－ ○ 〇◎
○は受付会場設置日、◎は締切日

受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

労
災
締
切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（水）10日（水）10日（水）

　
協
会
は
、
京
都
の
子
育
て
情

報
誌
に
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い

て
の
意
見
広
告
を
毎
年
掲
載
し

て
い
る
。
掲
載
誌
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
子
育
て
支
援
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
お
ふ
ぃ
す
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
」
が
発
行
す
る
「
京
都
幼
稚

園
・
保
育
園
認
定
こ
ど
も
園
情

報
」（
1
2
0
0
円
）。

　
広
告
で
は
、
京
都
府
制
度
に

上
乗
せ
助
成
し
て
い
な
い
京
都

市
の
遅
れ
が
際
立
っ
て
お
り
、

3
歳
か
ら
通
院
は
月
1
5
0
0

円
と
全
国
的
に
も
高
く
、
府
内

で
み
て
も
大
き
な
格
差
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
京
都

市
は
小
学
生
の
む
し
歯
治
療
無

料
制
度
を
見
直
す
と
し
て
い
る

こ
と
、
を
説
明
。「
早
よ
う
何

と
か
し
て
京
都
市
さ
ん
」
と
訴

え
、
制
度
の
早
期
改
善
を
求
め

て
い
る
。

投
稿
の
お
願
い

　
会
員
の
投
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
随
筆
（
8
0
0
字
程

度
）、
写
真
、
絵
、
短
歌
、
詩

な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。
些

少
で
す
が
謝
礼
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
声
か
け
下
さ
い
。

●  保険金は500～6,000万円から選択できます（年齢により上限金額に制限あり）
●  配偶者は3,000万円まで、お子様（３～22歳）は400万円まで加入できます
●  新規加入は保険年齢70歳まで、継続加入は保険年齢75歳まで
●  １年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合は配当金を受け取れます（2021年度の配当金
実績：年間保険料の25.77%）

グループ保険グループ保険 生命保険

京
都
市
の
制
度
拡
充
求
め

子
育
て
情
報
誌
に
広
告

休業補償制度の「一括告知制度」の加入要件が
緩和されました！

一括告知制度とは…
　以下の加入要件を満たす場合、加入者は過去の
既往症に関わらず、ご加入いただけます。

対象者は
会員の先生と正職員の
従業員全員です
（パート職員の加入も可）

先生ご自身の
突然のケガや
病気の備えに

従業員の
福利厚生に

パート職員を除く全員でOK

保険医協会の休業補償制度へご加入をおすすめします

加入要件 
● １医療機関５人以上で、対象者全員が加入すること
● 加入者は身体の障害（ケガや疾病）により就業不
能となっておらず、年１回以上の健康診断を受
診していること

死亡、所定の高度障害を保障します！死亡、所定の高度障害を保障します！
お申込みは健康状態等の告知のみ！お申込みは健康状態等の告知のみ！

現在ご加入の生命保険と組み合わせても現在ご加入の生命保険と組み合わせても
お使いいただけます！お使いいただけます！ ※ 毎月10日締切で受付。効力発生は２カ月後の１日から

※ 保険医共済会への入会（入会金1,000円）が必要です

お手頃な掛金で、お手頃な掛金で、
安心の上乗せを安心の上乗せを
しませんか？しませんか？

2 0 2 2 年 (令和 4年) 7 月 2 5 日第 3 1 2 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 (4)毎月10日･25日発行
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